令和４年度 温泉熱有効活用に向けたコンシェルジュ事業 公募申請書
令和 ４ 年 ５ 月 24 日
温泉熱有効活用に向けたコンシェルジュ事業に応募します。※青字は、記入例
	応募団体名
	●●●市

	温泉地情報
※該当するものに〇をつけ右欄に詳細を記載してください。
	○
	１
	国立公園内にある
	【詳細温泉地名記入欄】
〇〇温泉、●●温泉

	
	
	２
	国立公園内にない
	

	担当者情報
	フリガナ：
担当者氏名：
	ソウゴウ　タロウ

	
	
	総合　太郎

	
	担当者所属：
	●●●市環境課

	
	連絡先（TEL）：
	00-1234-5678
	（E-mail）：
	abcd@socon.co.jp



１．応募に至った経緯
①本事業の応募に至った経緯、②検討対象とする温泉地（対象施設が決まっている場合は、対象温泉施設）について具体的に記載してください。
	1 応募に至った
経緯
	※背景を含め、応募に至った経緯を記載してください。
ゼロカーボンシティ表明をしたものの、再生エネルギー利用促進の具体的な内容検討が進んでおらず、取り組みの一つとして豊富に湧出している温泉を活用したいと考えた。個別施設で温泉熱を活用しているところもあるが自治体として導入検討の手法がわからないため応募した。



	②検討対象
温泉施設
	※検討対象候補が複数箇所ある場合は全ての候補を、決まっていない場合はその旨を記載してください。
具体的な施設は決まっていないが、まずは公共の日帰り温泉施設で何かできないかと考えている。また、観光地としての再生も図りたいため、〇〇温泉、●●温泉など温泉地一帯での取り組みを模索したい。




２．温泉熱利用導入に向け描いている方向性・現在の検討状況
応募者における、①検討を進めていくにあたり描いている方向性、②現在の検討状況、③実施体制について、それぞれ内容を記載してください。また、③本取組の実施体制を記載してください。
	①検討にあたり
描いている
方向性
	※取組として目指す方向性や、温泉熱を利用して行いたいこと等について記載してください。
市の資源である温泉を活用して、環境問題やまちの活性化に取り組んでいるというストーリーにしたい。





	②現在の
検討状況
※該当するもの全てに〇をつけ、右欄に詳細を記載してください。
	
	１
	導入する温泉熱利用方法を検討している/した
	【詳細記入欄】
※１～５を選ばれた方は、現在の検討・取組内容等の詳細を記載してください。（本事業の応募をきっかけに具体的な検討を始める場合も、その旨を記載してください。）
環境課内で検討グループの立ち上げを進めている段階。具体的な温泉熱利用方法についてはまだ検討できていない。

	
	
	２
	導入対象候補（施設等）を検討している/した
	

	
	
	３
	導入効果を検討している/した
	

	
	○
	４
	実施にむけ、協議会等の立ち上げを進めている/立ち上げた
	

	
	
	５
	その他
	

	
	
	６
	まだ検討は始めていない
	

	③実施体制
	※実施主体と関係団体の関係を、図等を用いて記載してください（ppt上で作成いただいた図を張り付けていただいても構いません）。
商店等
温泉宿
●●●市温泉施設管理課
温泉協会
●●●市環境課




[bookmark: _Hlk38037855]３．抱えている課題・要望及び求める支援
２．で記載した方向性を実現させるにあたり、①現時点で抱えている課題・要望及び今後想定される課題の内容を記載してください。また、これらの課題を踏まえ、②希望する支援内容等について記載してください。さらに、支援事業を進めるにあたり、③想定する参加人数、希望する④支援実施時期及び⑤支援実施方法について記載して下さい。
	①現時点で
抱えている課題・要望、
今後想定される課題
	○
	１
	検討の進め方がわからない
	【詳細記入欄】
※課題・要望の詳細について、記載してください。課題・要望に対して、既に具体的な対応策も検討している場合は、併せて記載してください。
温泉熱設備導入にあたり施設の稼働停止期間がどの程度になるか、工事にあたり周辺環境に何か悪影響を及ぼさないか、ということを懸念している。また、個別施設についてはどこまで協力していただけるか不明であること。

	
	○
	２
	ポテンシャルや導入効果の把握方法がわからない
	

	
	○
	３
	温泉熱利用について（もっと）知りたい
	

	
	
	４
	活用可能な補助金を知りたい
	

	
	
	５
	その他
	

	②希望する支援内容
※該当するもの全てに〇をつけ、右欄に詳細を記載してください。
	○
	１
	専門家派遣
	【詳細記入欄】
※希望する支援内容の詳細について、記載してください。
日帰り温泉施設で導入する場合で、できるだけ費用対効果が期待できる温泉熱利用方法を教えてほしい。

	
	○
	２
	勉強会/ワークショップ開催支援
	

	
	
	３
	その他
	

	③参加人数
※現状予定している参加人数を所属毎に記載してください。
	10名前後
環境課：5名
温泉課：3名
○○課：2名





	④希望する
支援実施時期
[bookmark: _Hlk101963933]（令和４年７月～
令和５年1月）
	※現時点で対応が困難な時期等もしくは支援を希望する時期（第一希望、第二希望）があれば、記載してください。
8月までは、○○の準備があり実施が難しい

	
	第一希望
	９月頃

	
	第二希望
	１１月上旬

	⑤希望する
支援開催方法
※該当するものに〇をつけ右欄に詳細を記載してください。
	
	１
	現地開催
	【補足記入欄】
※支援の実施方法について補足があれば、自由に記載してください。

	
	
	２
	WEB開催
	

	
	○
	３
	どちらでもよい
	



４．支援開催に関する詳細事項
支援開催にあたり、①Web会議への対応可能性と②勉強会等に使用可能な会場有無について、記載してください。
	①Web会議への
対応可能性
※該当するものに〇をつけてください。
	
	１
	Web会議※に参加するために必要な機器（マイク、スピーカー、通信環境）を、参加予定者が個別に持っている/複数人数を集めたWeb会議※に対応可能である

	
	○
	２
	Web会議※に参加するために必要な機器（マイク、スピーカー、通信環境）を、参加予定者が個別に持っていない/複数人数を集めたWeb会議※の対応は難しい（機器があれば、対応可能である）

	
	
	３
	Web会議に対応することが不可能である

	
	※Web会議：Zoom、Webexなどを用いた会議

	②使用可能な
会場の有無
	○
	１
	有料・無料問わず、使用可能な会場がある

	
	
	２
	使用可能な会場がない



※ページ数に制限はございません。
